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8. タイの作物加害ネコブセンチュウ新種の酵素表現型による同定

（要約〕これまで，不明確であったタイの有害ネコブセンチュウの種を明ら かにするため， エステラー

ゼなど酵素の表現型によって，新種1種を 含む5種を同定した。これにより，有害線虫 の耕種的防除技

墜が大きく進展するもの と期待される。
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〔背景· ねらい〕

タイにおける農作物のネコブセン チ ュ ウによる減収は， 7 -10%と見積もられている(Sontirat,1981)。

こ の被害 を 低減させるために，近年，化学農薬が多用され，人畜や環境への悪影響が問題視されるように

なり，農薬の 使用 を 最小限にとどめた防除技術の 開発が望まれている。耕種的防除はその有力な一つの 方

法であるが，これ の 実施にあたっては，作物への線虫の 寄生性が種特異的であるため，線虫 の種の確定が

不可欠である。従来の 形態的手法によるネコブセンチュウの同定は かなり難しく， かつ不正確である。そ

こで，こ の線虫 の種の同定に有用な酵素の表現型に基づく同定を 試みた。

〔成果の内容• 特徴）

1. タイあるいは東南ア ジアで初めて，エステラ ー ゼなど酵素の表現型 ( phenotypes) に基づいて， サ

ツマイモネコブセンチュウ(Meloidogyne incognita, I 1, Nl, 以下， センチュウを 省略）， ジャワネコ

ブ(M.jauanica, J3), アレナリア ネ コブ(M. arenaria, A2, Nl, N3) およびイ ネネ コ ブ(M.

graminicola, VSl) の 4種を 同定した（表1 )。

2. タイ東北部 ウド ンタニの 養蚕研究センタ ーのクワ， チェ ンマイ野菜栽培地帯のトマト， バンコクの農

業局内の ジャス ミ ンおよび野菜の一種 から採集されたネコ プ センチ ュウ4種は，その酵素表現型 から未

記録種であることが示唆された（表1'図2, 3 )。

3. こ の 4種のうち，ウド ンタニのクワ（図1 ) から発見されたネコブセンチュウ（図3 -A ) は新種と

判定されたため，現在学会誌への記載作業を進めている。また，チェ ンマイ のトマト から採集された線

虫（図3 -B) も新種 の可能性がきわめて高いため，現在確認の 観察を 行っている。タイから のネ コブ

センチュウの新種としては，M.microcephala (Cliff et al, 1984) に次ぐ二番目 の発見である。

〔成果の活用面 ・ 留意点〕

タイにおいてもエステラ ーゼなど酵素の表現型による同定法が，ネコブセン チ ュウ をはじめ，他の有害

線虫にも活用し得る。発見された新種は，クワヘの加害が甚だしいので，早急に生態を 解明し，防除法を

検討する必要がある。
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〔具体的データ〕

表1 タイのネコブセンチュウのエステラ ー ゼ(Est)およびマレイトデヒ
ドロゲナ ー ゼ(Mdh)の電気泳動パタ ー ン

ネコプセンチュウ

M. arenaria

M. incognita
M. javanica 
M. graminicola 
Meloidogyne sp. (Msl)
Meloidogyne sp. (Ms2)
Meloidogyne sp. (Ms3)
Meloidogyne sp. (Ms4)

宿主植物

キュウリ
野草の 一種
トマト
ナス
オカボ
クワ
野草の 一種
ジャスミンの 一種
トマト

バンドパター ン(Phenotypes)
Est Mdh
A2 N3
A2 Nl
I 1 N 1 

J3 N 1
VSl 未確認
2本 1本
3本 2本

活性なし 活性なし
活性なし 未確認

図 1 新種のネコブセンチュウに加
害されたタイのクワの根
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図2 ネコブセンチュウの酵素の電気
泳動パタ ー ン
Mi : M. incognita,
Mj: M .. Javanica,
Ma: M . arenana, 
Msl,4: 新種または未記録種
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図3 ネコブセンチュウ新種
の雌の会陰紋
A: ウドンタニ産
B: チェンマイ産
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